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測量杭名 X 座標 Y 座標 H 座標
Point B -125809.369 80471.526 263.130
Point C -126127.644 80727.556 265.430
Point D -125888.515 80513.075 264.880
P.1 -125704.975 80665.120 274.259
P.2 -125483.439 80909.633 299.860
P.3 -125458.035 80838.332 304.882
P.4 -125451.118 80798.931 308.815
P.5 -125450.634 80798.287 308.822
P.6 -125458.780 80797.459 307.578
P.8 -125438.154 80807.070 308.024
P.9 -125455.037 80814.429 307.145
P.20 -125502.641 80915.243 303.709
P.21 -125497.950 80918.422 302.850
P.22 -125514.039 80920.676 303.873
P.23 -125512.597 80911.145 305.607
P.24 -125518.307 80903.848 305.578
P.25 -125527.905 80906.803 306.620











際、まず1,000分の１縮尺で P.B から P.26まで全ての杭の座標を方眼紙上に落とした（第１



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3．和田原 E 地点遺跡 SB05トチノキ炭化種子試料№3（PLD-19517）







































































657-715 cal AD（75.4％）および744-769 cal AD（20.0％）、試料№6（PLD-19516）が657-







料№3（PLD-19517）が192-86 cal BC（83.5％）および80-54 cal BC（11.9％）、試料№4
（PLD-19518）が341-328 cal BC（2.6％）、205-91 cal BC（90.6％）、72-60 cal BC（2.2％）
の暦年代範囲を示した。試料№3は紀元前２世紀初頭から紀元前１世紀前半、試料№4は紀元
前４世紀中葉から紀元前１世紀前半に相当し、弥生時代中期末葉との予想年代に対しておお
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The Sata-dao group of graves with burial mound, where the excavations were carried out, is 
located in the urban area on the east side of Shōbara city in the northern part of Hiroshima Prefecture. 
The group was built between the end of the last third of the Middle Yayoi period (1st century BC) and 
the first third of the Late Yayoi period (1st century AD).
A series of excavations yielded the following results: Sata-dao No. 1 and 2 are square-shaped 
ditch-enclosed slightly elevated burial precincts (hōkei shūkō bo); No. 3 is a grave with rectangular 
burial mound and four corner projections (yosumi tosshutsugata funkyū bo); No. 4 is also a grave with 
rectangular burial mound and four corner projections, but has subsequently been modified and altered 
into a square-shaped burial mound; No. 5 is a square-shaped ditch-enclosed slightly elevated burial 
precinct (hōkei shūkō bo), where on the inside of the ditch-enclosed space a grave pit was confirmed.
Towards the end of the last third of the Middle Yayoi period after repeated burials of several 
individuals, the burial mound of the Sata-dao No. 3 grave was completed. At grave No. 4, which is 
from the same phase, in the lower strata of the burial mound the surface of the excavation of a grave 
pit could be confirmed. In other words, it became clear, that at the graves No. 3 and 4 with rectangular 
burial mound and four corner projections, grave pits were first excavated before the burial mound was 
finally taking shape. Then the deceased persons were buried within and thereafter the grave pits were 
backfilled with the soil of the pit excavation. The so repeated iterations of grave pit excavation, burial 
and backfilling gradually produced the mound. However, on the other hand at Sata-dao grave No.1 
and 2 the burials took place after the earthworks of the mound were nearly completed.
According to the results of the surveys, within the same group of graves one could confirm that 
the construction methods of the burial mounds changed: from the type, where the mound and the 
burial facilities are simultaneously constructed [co-occurrent progression type] of the end of the last 
third of the Middle Yayoi period to the type, where burial mound construction proceeds first [“mound 
first” type] of the first third of the Late Yayoi period. It became clear that is a rather rare group of 
graves with burial mound. This group is not only constructed during a relatively early stage of Yayoi 
period graves with burial mound, but also it became obvious that this is a very important site, if one is 
taking into consideration the development of construction methods of burial mounds of Yayoi period 
graves. Hereafter, for an understanding of the development of construction methods of burial mounds 




層序 土色名 土　色 粘性 しまり 詳　　　　　細 性　格
第１層 腐植土 ― ― ― ― 表土
第７層 黒褐色土 7.5YR3/2 弱 弱 砂質土をベースとする。表土直下の層であり、根
が混じる。ｍ調査区第７層（第９表）と同層。
１号墓盛土
第32層 にぶい黄褐色土 10YR5/4 弱 シルト質土をベースとし、砂はほとんど含まな
い。クサリ礫を若干含む。一部に根が混じる。
１号墓盛土




第34層 暗褐色土 10YR3/3 やや強 強 シルト質土をベースとし、３㎜程度のクサリ礫を
含む。一部黒色土を含む。
ST09埋土




層序 土色名 土　色 粘性 しまり 詳　　　　　細 性　格
第１層 腐植土 ― ― ― ― 表土
第２層 暗褐色土 7.5YR 3/3 弱 弱 砂質土をベースとし、２～３㎜の礫を５％程度含
む。
SD03埋土
第３層 暗褐色土 7.5YR 3/3 弱 弱 シルト質土をベースとし、３㎜程度の橙褐色の礫
を10％程度含む。
SD03埋土
第４層 黒褐色土 7.5YR 3/2 弱 弱 シルト質土をベースとし、２㎜程度の橙褐色のク
サリ礫を１％程度含む。クロボク土を多く含む。
SD03埋土




層序 土色名 土　色 粘性 しまり 詳　　　　　細 性　格
第１層 腐植土 ― ― ― ― 表土
第２層 ― ― ― ― ― 試掘埋戻し
土
第３層 褐色土 10YR 4/4 弱 弱 砂質土、木の根による攪乱を受ける。ｍ調査区第
２層（第９表）と対応する。
SD04埋土
第４層 褐色土 10YR 4/4 強 弱 シルト質土をベースとし、砂はほとんど含まな
い。ｍ調査区第３層（第９表）と対応する。
SD04埋土
第５層 黒褐色土 10YR 2/3 弱 弱 シルト質土であり、２～５㎜の礫をやや含む。炭
化物と焼土をやや含む。
SD04埋土
第６層 暗褐色土 10YR 3/3 弱 弱 砂質土をベースとし、炭化物とを多く含む、焼土
を含む、２～３㎜の礫を５％程度含む。
SX05埋土
第７層 暗褐色土 10YR 3/3 弱 弱 シルト質土であり、炭化物を多く含む、焼土を含
む。
SX05埋土
第８層 黒褐色土 10YR 3/1 弱 弱 シルト質土であり、５～20㎜の炭化物を多く含
む。焼土を含む。
SX05埋土
第９層 褐色土 10YR 4/3 強 強 粘土質土であり、砂はほとんど含まない。 １号墓盛土
第10層 褐色土 10YR 4/4 強 やや強 粘土質土であり、砂はほとんど含まない。 １号墓盛土
第11層 暗褐色土 10YR 3/4 強 強 粘土質土をベースとし、0.1㎜の細砂を５％程度
含む。
１号墓盛土
第12層 暗褐色土 10YR 3/4 強 やや弱 粘土質土であり、木の根による攪乱を一部受けて
いる。
１号墓盛土
第13層 褐色土 10YR 4/4 強 やや強 粘土質土であり、砂はほとんど含まない。 １号墓盛土




第15層 褐色土 7.5YR 4/3 弱 強 シルト質土であり、0.1㎜程度の黒色の細砂を
５％程度含む。
１号墓盛土
第16層 褐色土 10YR 4/4 強 強 シルト質土であり、表土下の層であり一部に木の
根の攪乱を受ける。
１号墓盛土
第17層 褐色土 10YR 4/4 強 やや強 シルト質土であり、一部黄褐色土を含んでいる。 １号墓盛土
第18層 褐色土 7.5YR 4/3 弱 弱 砂質土をベースとする。 自然堆積土
第19層 褐色土 10YR 4/4 強 強 粘土質土であり、砂はほとんど含まない。 ２号墓盛土
第７表　佐田峠２号墓墳頂平坦部ｑ調査区（第19図５）
層序 土色名 土　色 粘性 しまり 詳　　　　　細 性　格
第１層 腐植土 ― ― ― ― 表土
第６層 黄褐色土 10YR5/8 強 強 シルトをベースとし、礫はほとんど含まない。ｍ
調査区第６層（第９表）に対応する。
２号墓盛土
第20層 褐色土 10YR4/4 弱 やや強 シルトをベースとし、礫はほとんど含まない。 流土
第21層 暗褐色土 10YR3/4 弱 強 シルトをベースとし、礫はほとんど含まない。 流土
第22層 褐色土 10YR4/6 弱 強 シルトをベースとし、礫はほとんど含まない。 流土
第23層 黄褐色土 10YR5/8 やや強 強 シルトをベースとし、礫はほとんど含まない。 流土
第24層 明褐色土 7.5YR5/8 強 強 シルトをベースとし、礫はほとんど含まない。 ２号墓盛土
第25層 橙色土 7.5YR6/8 強 弱 シルトをベースに、細礫～中礫が２％程度含まれ
る。
２号墓盛土
第26層 明褐色土 7.5YR5/8 強 強 シルトをベースとし、礫はほとんど含まない。上
面は２号墓の全遺構の検出面に相当する。
２号墓盛土
第27層 黄褐色土 10YR5/6 強 弱 シルトをベースとし、礫はほとんど含まない。 ２号墓盛土
第28層 黄褐色土 10YR5/6 強 強 シルトをベースとし、礫はほとんど含まない。 ２号墓盛土
第29層 にぶい黄褐色土 10YR5/4 強 弱 シルトをベースとし、礫はほとんど含まない。 ２号墓盛土
第30層 褐色土 10YR4/6 強 強 シルトをベースとし、礫はほとんど含まない。 ２号墓盛土
第31層 にぶい黄褐色土 10YR5/4 強 強 固くしまったシルト土。 自然堆積土
第８表　佐田峠２号墓北端ｌ調査区（第19図６）
層序 土色名 土　色 粘性 しまり 詳　　　　　細 性　格
第１層 腐植土 ― ― ― ― 表土
第２層 にぶい黄褐色土 10YR4/3 弱 やや強 砂質土をベースとする。 自然堆積土
第３層 にぶい黄褐色土 10YR4/3 弱 弱 シルト質土で、１㎜程度の粗砂を５％程度含む。 SD01埋土
第４層 褐色 10YR4/4 弱 弱 シルト質土をベースとし、砂はほとんど含まな
い。
SD01埋土
第５層 暗褐色土 10YR3/4 弱 弱 シルト質土をベースとし、砂はほとんど含まな
い。
SD01埋土
第６層 暗褐色土 10YR3/4 やや強 強 粘土質土をベースとし、砂はほとんど含まない。 SD01
初期流土





層序 土色名 土　色 粘性 しまり 詳　　　　　細 性　格
第１層 腐植土 ― ― ― ― 表土
第２層 黒褐色土 10YR3/2 弱 弱 砂質土をベースとする。o調査区第３層（第６表）
に対応する。
SD02埋土








第５層 黒色土 10YR2/1 やや強 強 シルト質土であり、砂はほとんど含まない。クロ
ボク土を多く含む。
SD02埋土
第６層 褐色土 10YR4/4 弱 強 シルト質土であり、砂はほとんど含まない。地山
直上に堆積する。
２号墓盛土








層序 土色名 土　色 粘性 しまり 詳　　　　　細 性　格
第１層 腐植土 ― ― ― ― 表土




第３層 黒褐色土 7.5YR 3/2 やや弱 やや弱 １～３㎜程度のキビ土土粒を含む（約10％程度）。 盛土
第４層 黒褐色土 7.5YR 3/1 やや弱 強 0.5～１㎝程度の黒ボク土粒（30％程度）、１～２
㎝程度のキビ土土粒（30％程度）を含む。
ST02封土
第５層 黒褐色土 7.5YR 3/2 やや弱 強 １～５㎝程度の黒ボク土粒（30％程度）、１～３
㎝程度のキビ土土粒（30％程度）を含む。
ST02封土
第６層 黒褐色土 7.5YR 2/2 やや強 やや弱 0.5～１㎝程度の黒ボク土粒（30％程度）、２㎝程
度のキビ土土粒（30％程度）を含む。
ST02封土









第９層 黒褐色土 10YR 2/3 やや強 やや強 均質な黒ボクの土。 ST02
裏込め土
第10層 黒褐色土 10YR 2/2 やや弱 やや強 第８層とほぼ同じ土。 ST02
裏込め土
第11層 黒褐色土 10YR 2/3 やや強 やや強 第９層とほぼ同じ土。 ST02
裏込め土
第12層 黒褐色土 10YR 2/2 やや弱 やや強 第８層とほぼ同じ土。 ST02
裏込め土
第13層 黒褐色土 7.5YR 2/2 やや弱 やや弱 均質な土。 ST02
木棺痕跡
第14層 黒褐色土 7.5YR 2/2 弱 強 ５㎜以下のキビ土土粒（30％程度）を含む。 ST02
棺内埋土
第15層 暗褐色土 10YR 3/4 強 強 １㎜程度のキビ土土粒（30％程度）を含む。 ST02
棺内埋土
第16層 黒色土 10YR 1.7/1 ほぼ
無し
やや強 黒ボク土の旧表土層。 旧表土





















第22層 暗褐色土 10YR 3/3 やや強 やや弱 ５㎜以下のキビ土土粒（20％程度）を含む。 ST03
棺内埋土
第23層 暗褐色土 10YR 3/3 やや強 やや弱 １㎜以下のキビ土土粒（10％以下）を含む。 ST03
棺内埋土
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第24層 暗褐色土 10YR 3/3 やや強 やや強 ５㎜以下のキビ土土粒（10％程度）を含む。 ST03
裏込め土
第27層 黒褐色土 7.5YR 3/2 弱 やや強 １㎜以下の黒ボク土粒（40％程度）を含む。 盛土
第28層 黒色土 10YR 1.7/1 弱 やや強 １㎜以下のキビ土土粒（30％程度）を含む。 盛土





第30層 黒褐色土 7.5YR 2/2 やや強 やや強 盛土とは異なる土層 自然堆積土
第36層 黒色土 7.5YR 2/1 やや弱 強 ５㎜以上のキビ土土粒を含む。 ST03
裏込め土










第49層 にぶい黄褐色土 10YR 4/3 やや弱 強 １㎝以上のキビ土土粒を多量に含む。 ST05
裏込め土
第54層 黒褐色土 10YR 2/2 やや強 強 粘質土。キビ土土粒は含まない。 ST05
裏込め土








第58層 にぶい黄褐色土 10YR 4/3 弱 強 砂質土。 SX06
の埋土





第60層 にぶい灰黄褐色土 10YR 4/2 やや強 やや強 59層と同色・同大の土粒が存在する。 SX06
の作業面を作
る際の埋土
第61層 暗褐色土 7.5YR 3/3 やや強 やや強 0.3～１㎝の59層と同色の土粒が存在する。 SX06
の作業面を作
る際の埋土











第64層 暗褐色土 7.5YR 3/3 やや弱 強 0.2～１㎝の59層と同色の土粒が存在する。 SX06
の埋土




第66層 灰黄褐色土 10YR 4/2 やや弱 強 １～８㎜の59層と同色の土粒が存在する。 SX06
の作業面を作
る際の埋土
第67層 灰黄褐色土 10YR 4/2 やや強 やや弱 0.5～１㎝の59層と同色の土粒が存在する。 SX06
の作業面を作
る際の埋土
第68層 明黄褐色土 2.5Ｙ 6/6 ほぼ
無し
強 １㎝程度の黒ボク土粒を含む。 盛土




第70層 明黄褐色土 2.5Ｙ 6/6 弱 強 １㎝程度の黒ボク土粒を含む。 ST07
裏込め土
第71層 暗褐色土 10YR 3/3 やや強 弱 シルト質。 ST07
木棺痕跡
第72層 にぶい黄褐色土 10YR 4/3 なし 強 砂質土。 ST07
木棺内流入土
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第73層 褐色土 10YR 4/4 やや強 やや強 砂質土。 ST07
木棺内流入土
第74層 黒褐色土 10YR 3/1 弱 弱 極細砂含む。0.5～１㎝以下のキビ土土粒を含む。 ST07
木棺内流入土
第75層 褐色土 10YR 4/6 やや強 やや強 砂質土。0.5～１㎝以下のキビ土土粒を含む。 ST07
裏込め土
第76層 黒褐色土 10YR 3/1 弱 強 砂質土。地山層の直上に位置し、旧表土（第16層）
と明らかに異なる土。
墳丘斜面盛土
第77層 黒褐色土 10YR 2/3 弱 強 砂質土。旧表土（第16層）とほぼ同じ標高だが土
質が異なるため別層とした。
墳丘斜面盛土
第78層 褐色土 7.5YR 4/4 弱 やや強 砂質土。 ｂ , ｃ調査
区の３度目
の流土層
第79層 黒褐色土 7.5YR 3/2 弱 やや強 砂質土。 ｂ , ｃ調査
区の２度目
の流土層
第80層 黒褐色土 5YR 2/1 やや強 弱 黒ボク土。 ｂ , ｃ調査
区の最初の
流土層
第81層 褐色土 7.5YR 4/4 弱 やや強 第78層とほぼ同じ土層。 ｄ調査区の
２度目の流
土層
第82層 黒褐色土 5YR 2/2 やや強 弱 黒ボク土。第80層と同質の土層。 ｄ調査区の
最初の流土
層
第83層 褐色土 7.5YR 4/4 やや強 やや強 砂質土。 ｅ調査区の
４度目の流
土層
第84層 暗褐色土 7.5YR 3/3 強 やや強 砂質土。 ｅ調査区の
３度目の流
土層
第85層 暗褐色土 7.5YR 3/3 強 やや強 極細砂。 ｅ調査区の
２度目の流
土層






層序 土色名 土　色 粘性 しまり 詳　　　　　細 性　格
第１層 腐植土 ― ― ― 試掘調査終了後の埋め戻しの後に形成された土
層。
表土
第２層 浅黄橙色土 7.5YR 8/6 弱 やや強 試掘調査埋戻し土。部分的に表土が形成される。 攪乱土
第３層 ― ― ― ― 試掘調査における未調査部分の表土層。 表土
第４層 褐灰色土 10YR 6/1 弱 弱 もろい砂質土を含む（20％程度）。 攪乱土
第14層 青灰色土 5B 6/1 強 強 粘質土のグライ土をベースとし、酸化した明褐色
の土粒が混じる。
SD05埋土
第15層 褐色土 10YR 4/4 やや強 強 細砂質土をベースとし、褐色の砂粒（１％程度）、
白色の砂粒（１％程度）を含む。
SD05埋土
第16層 黒褐色土 10YR 3/2 やや強 強 細砂質土をベースとし、白色の砂粒（５％程度）、
キビ土（１％程度）を含む。
SD05埋土
















第29層 褐色土 10YR 4/4 やや強 強 極細砂質をベースとし、２㎜程度のキビ土土粒を
含む（30％程度）。
SD03埋土
第35層 黒褐色土 10YR 3/1 強 強 極細砂質をベースとし、キビ土細粒を含む（５％
程度）。
SD01覆土
第36層 黒褐色土 7.5YR 3/1 強 強 極細砂質をベースとし、キビ土中粒を含む（10％
程度）。第16層及び第28層と対応するものか。
SD01埋土
第37層 灰褐色土 7.5YR 5/2 強 強 極細砂質をベースとし、キビ土の中粒を含む
（20％程度）。
SD01埋土
第38層 にぶい黄橙色土 10YR 6/3 やや強 やや強 細砂質土をベースとし、キビ土中粒を含む（15％
程度）。４号墓墳丘の流土で第31層に対応する。
SD01埋土
第39層 灰褐色土 7.5YR 5/2 弱 やや強 細砂質土をベースとし、キビ土土粒を含む（５％
程度）。
SD01埋土








第54層 明黄褐色土 10YR 6/6 やや強 やや強 シルト質をベースとし、クサリ礫を含む。 SD02埋土
第55層 にぶい黄褐色土 10YR 5/4 強 弱 黄色・白色のクサリ礫を含む。 SD02埋土
第56層 褐色土 10YR 4/4 強 強 黄褐色・黒色のクサリ礫が不明瞭に混じる。 SD01
埋土か








第59層 黒褐色土 2.5Y 3/1 やや弱 やや強 シルト質をベースとし、１㎜程度のクサリ礫を含
む。
SD03埋土

















第82層 褐色土 10YR 4/4 強 やや強 シルト質をベースとし、５～10㎜程度のクサリ礫
を含む。
SD01埋土
第83層 にぶい黄褐色土 10YR 4/3 強 やや強 10㎜程度までのクサリ礫を不明瞭に含む。 SD01・02
埋土









層序 土色名 土　色 粘性 しまり 詳　　　　　細 性　格
第１層 灰黄褐色土 10YR 4/2 ― ― 砂質土で、２～５㎜の礫を含んでおり、層全体に
攪乱がみられる。
表土
第２層 にぶい黄褐色土 10YR 5/3 弱 ― シルト質で、２～３㎜の礫を含んでいる。第１層
と同様、攪乱がみられる。
自然堆積土
第３層 暗褐色土 10YR 3/4 やや弱 弱 シルト質で礫はほとんどない。 SD07埋土
第５層 黄褐色土 10YR 5/6 弱 やや強 シルト質で、礫はほとんど含まない。 遺構埋土
第６層 暗褐色土 10YR 3/3 弱 やや強 シルト質で、礫はほとんど含まない。 遺構埋土
第７層 暗褐色土 10YR 3/4 弱 やや強 シルト質で、２㎜程度のクサリ礫を１％程度含
む。
遺構埋土





第10層 にぶい黄褐色土 10YR 5/3 ほぼ無 やや弱 シルト質で、砂粒は含まず、１～２㎜のキビ土を
１～２％程度含む。
SD07埋土
第11層 黒褐色土 10YR 3/1 弱 ほぼ無 黒ボク土に近い層。砂粒は含まず、シルト質でキ
ビ土を含む。
SD07埋土





層序 土色名 土　色 粘性 しまり 詳　　　　　細 性　格
第１層 腐植土 ― ― ― ― 表土
第３層 灰褐色土 7.5YR 4/2 やや弱 強 細砂質土をベースとし、もろい砂質土を含む。 自然堆積土
第７層 黒褐色土 10YR 3/1 やや弱 強 シルト質土をベースとする。 SD02埋土
第８層 にぶい黄褐色土 10YR 4/3 強 強 細砂質土をベースとし、２㎜程度のキビ土土粒が
混じる。
SD02埋土
第９層 にぶい黄褐色土 10YR 5/4 強 強 粘質土をベースとし、２㎜程度のキビ土土粒が混
じる。
SD02埋土








第12層 にぶい黄褐色土 10YR 4/3 強 弱 粘質土をベースとする。 旧溝埋土か
盛土
第14表　佐田峠４号墓北側検出遺構 SD05･ST10（ｋ調査区）（第36図１･２）
層序 土色名 土　色 粘性 しまり 詳　　　　　細 性　格
第１層 腐植土 ― ― ― 竹根の侵食を著しく受ける。 表土
第２層 にぶい黄褐色土 10YR 4/3 弱 やや強 堆積範囲が狭い。西の３号墓方向から流れてきた
と考える。
自然堆積土
第４層 ― ― ― ― 第１次調査終了後の埋め戻し土によって形成され
た層。竹根の侵食が著しい。
撹乱土
第５層 にぶい黄褐色土 10YR 5/3 弱 強 砂質土をベースとし、２～５㎜のクサリ礫をまば
らに含む。
SD05埋土
第６層 にぶい黄褐色土 10YR 5/3 やや強 強 砂質土をベースとし、２㎜程度のクサリ礫をまば
らに含む。
SD05埋土
第７層 にぶい黄褐色土 10YR 5/3 弱 強 砂質土をベースとし、２～８㎜程度のクサリ礫を
まばらに含む。
SX12埋土













第15層 にぶい黄褐色土 10YR 5/4 やや強 やや強 砂質土をベースする。礫などは含まれない。 木棺内埋土
第16層 にぶい黄褐色土 10YR 5/4 やや強 やや強 粘質土をベースする。１～３㎜の砂粒を含む。キ
ビ土土粒（10㎜）をやや含む。
木棺痕跡
第17層 にぶい黄褐色土 10YR 5/4 やや強 やや強 粘質土をベースとし、１～３㎜の砂をやや含む。 木棺痕跡
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